
第52回大会〕

１ Bp- ３

高齢者の生活

　　　　　高齢者の衣生活における意識

一日本・ドイツ・イギリス・デンマークの調査より一
　　　　　　古松弥生　横田京　○山口典子(十文字学園女短大)

目　的：活力ある高齢社会を築くためには高齢者自身が積極的生活態度を持ち、自立して
生きがいのある生活をする必要があると思われる。そのために衣生活はいかにあるべきか、
衣服をコミュニケーション財としてとらえる視点から高齢者の意識を探る。
方　法：積極的生活態度を持つと思われる高齢者を対象に1994年から1997年に留置きの
アンケート調査を行った。日本は。東京近郊の友の会の女子228名、友の会の関係の男子

122名。ドイツは、ハイデルベルグ在住の女子125名、男子64名。イギリスは、ヨーク
州在住の女子88名、男子56名。デンマークは、コペンハーゲン在住の女子87名、男子73
名である。
　　墨：国別・性別に検ヽした主な結果は次のとおりである。§　　

体の約５～8割が
言?:年齢にふさわしい服装をしたい」と思っている。

２　男子は各国共、約５～７割が「皆の中にとけこめる目立たない服が好き」、約7～9

　割が「ひげ剃りは毎日する」と答えている。③　女子は各国共、約７～８割が「洋服のコーディネートが好き」、約５～７割が「自分
　なりにおしゃれをして他人と違う個性をあらわしたい」、約５～8割が「着たことのな

　い色や流行を取り入れた洋服でも似Ａえば着てみたい」と答えている。
④　イギリスは、男女共約6～7割が?気が滅入っている時でもおしゃれをすると気が晴
　れる」と答え、４カ国の中で一番割合が高い。
Ｏ
と訂乱びヽ男女共約５～６割が「家の中にひとりでぃる時もおしゃれを楽しむ」

⑥　ドイツ・日本は、男　共約５～6割が「他人が自分の服装を良く思うかどうか気にな
　る」という質問に対し今気にならない」と答えている。

1 Bp- 4　　　　「意欲的」高齢者の性格と生活活動ならびに食生活状況について

　　　　　　　　　　　　堀江和代＊　○菅瀬君子¨　堀江祥允＊* *

　　　　　　　　　　　　（＊愛知学泉大r愛知学泉短大＊＊*名市立大学）

【目的】超高齢化社会を目前に控えて、高齢者の「健康寿命」を延ばすことは重要な課題

の一つであり、この一助とするために、「超健康的」と思われる高齢者の生活活動状況の
実態を調査した。その結果、社会活動（野外スポーツ、読書、旅行など）が活発で外出回

数も多いことを第51回本大会で報告した。今回は引き続き、この「意欲的」高齢者を対象

に、かれらの性格と生活活動ならびに食生活状況について報告する。

　【方法】対象者は「健康づくりのための筋力アップトレーニング」の呼びかけに、自主的

に参加し、健康診断でトレーニングの許可の出た65歳以上の高齢者22名（男性了名、女性

15名）である。比較に用いた対象者は、老人会に所属していて日常生活にスポーツをする

習慣を持たない元気な高齢者32名（男性13名、女性19名）である。食物摂取量調査は、秤

を用いた実測法と面接法聞き取り法を併用した。生活活動・食生活状況調査は国際栄養科

学連合・老人の栄養に関する調査項目を用い、面接聞き取り法でおこなった。性格調査は

日本心理テスト研究所のＹＧ（矢田部・ギルフォード）性格検査用紙の一般用を用いた。

　【結果】ＹＧ性格検査５類型判定によると、対象者が19％であったのに対して、「意欲

的」高齢者の80％が安定積極型の性格を有し、不安定積極型は皆無であった。 12尺度によ
る性格特徴は、身体活動が高く、深く物事を考えず、支配的で社交的な傾向がみられた。

実際にエネルギー消費量は「意欲的」高齢者は高く、カルシウムの摂取量および乳類の摂

取量が顕著に高かった。
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